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修制度も整備されつつある．2007 年 6 月には，大学図書館及びその利用者に対する研修・
業務支援事業を行う大学図書館支援機構（IAAL）[18]が設置され，研修の支援活動や「総
合目録の業務及び情報サービスの業務に携わる図書館員の実務能力を評価する」ことを目
的に IAAL 大学図書館業務実務能力認定試験を行っている[19][20]． 








































                                                   









































期（1969 年度～1980 年度）／第 2 期（1981 年度～1988 年度）／第 3 期（1989 年度～2003















































































































（On the Job Training）がある．OJT は“職場内教育”や“職場訓練”と訳され[49][50]，









































期研修に関しては，各講義のテーマを LIPER（2003）[55]での質問紙調査を参考に 7 つに
分類した．即ち，資料・メディア，組織化，パブリックサービス，経営・管理運営，情報




表 2 長期研修及び短期研修の講義テーマ分類 
 
 
                                                   

















































者 2 名と前企画担当者 1 名とした．研修の受講者は，長期研修の現企画担当者から平成 23
年度及び 24 年度の受講者の中から 2 大学各 2 名（合計 4 名）を紹介して頂いた．インタビ
ューの対象者と実施日時は，表 3 に示す．インタビューは個人情報を公開しないという前
提で，すべて合意を得た上で録音を行った． 










2012年9月26日   13:00～14:30 長期研修現担当者2名
2012年10月29日  13:00～13:00 長期研修前担当者1名
2012年11月8日   10:00～10:40 長期研修平成23年度受講者1名
2012年11月8日   13:30～14:10 長期研修平成24年度受講者1名
2012年11月12日  10:00～10:50 長期研修平成23年度受講者1名






























































 『図書館年鑑』「研究集会」の 1982 年度から 2010 年度までの掲載数を図 1 に示す．1982
年度の掲載数は 62 集会だったが，増加を続け 2000 年度には 133 集会となった．2004 年度








の掲載数を図 2 に示す．図 2 から地域によって開催数の差異があり，関東・甲信越及び近
畿地域では，全期間を通して開催数が多いことがわかる．一方，北海道，東北地域では開
催数が少なかった．中国・四国，九州・沖縄地域は，2000 年度以降に増加傾向にあること



































                                                   
9 長期研修の研修目的等は，1981 年度までは講義要綱に実施要綱が掲載されていない．1978 年度までの研修目的等に
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1979年　               東京大学及び文部省
1980年　               東京学芸大学及び文部省
1981年～200１年 　図書館情報大学及び文部(科学)省
2002年～2005年　 筑波大学及び文部科学省(図書館情報大が筑波大に統合)





















































































































研修定員は，1971 年度までは，人文・社会系，理工系，生物系の分野毎に 10 名（合計
30 名）と主題ごとに定員が定められていたが[61]，1978 年度から人文・社会科学系と自然
化科学系の 2 分野各 15 名になった．1988 年度から主題毎の定員は廃止された．2004 年度
に定員は約 40 名と変更され，2006 年に再び約 35 名に変更され，現在に至っている[70]． 
 
2） 講義数 
 1969 年から 2011 年における講義数の変遷を図 3 に示す． 
 
図 3 大学図書館職員長期研修における講義数の変遷（1969 年度～2011 年度） 
  
 研修が開始された1969年は3週間で63講義が行われた．翌1970年度から1979年度は，
講義期間が 4 週間に延長され，講義数も増加した．1980 年度から研修期間が 3 週間に短縮
されたのにともない講義数も減少した．2004 年度に 2 週間に短縮されてからは，35 講義前
後で落ち着いている．1987 年度からの隔週週休 2 日制の実施，1992 年度から週休 2 日制
の実施，1998 年度から海の日の新設によっても実質的な研修日数は若干減少している[71]．
講義数は，当然だが講義期間に大きく左右されている．講義一コマの時間も研修開始当初






























































































































































































1969 年度から 2011 年度の講義テーマの割合の変遷を図 4 に示す「分類不可」とは，見
学や討論等で扱っている具体的なテーマが分からなかったものである． 
図 4 から，時代によって中心となるテーマが変化している事がわかる．中心となるテー



































































































































































資料 組織化 パブリック 経営 情報技術 汎用 周辺知識 分類不可
18 
 
＜パブリックサービス・情報技術の活用中心期（1969 年度～1988 年度）＞ 




図 5 大学図書館職員長期研修のテーマ変遷（1969 年度～1988 年度） 

















































































資料 組織化 パブリック 経営





















1980 年度から研修期間が 3 週間に短縮された後も，1981 年度には，参考業務に関する講




















































＜情報技術の活用中心期（1989 年度～2003 年度）＞ 




図 6 大学図書館職員長期研修講義テーマ変遷（1989 年～2003 年） 
 
1989 年度は前年度に合計 16 コマ行われていたレファレンスサービス・情報検索に関す
る講義が 8 コマに減少し，パブリックサービスの講義が大きく減少した（表 8）．レファレ










用に関する講義も開始されるようになる．2001 年度から 2003 年度は，電子ジャーナル関
する講義の増加の為に，資料メディアに関する講義の割合が多くなっている．2001 年度か





















資料 組織化 パブリック 経営
情報技術 汎用 周辺知識 分類不可
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＜経営・管理運営中心期（2004 年度～2011 年度）＞ 
2004 年度以降の講義テーマの変遷を図 7 に，2004 年度の講義科目を表 11[78]，2012 年
度の講義科目を表 12[79]に示す．経営・管理運営に関する講義が数多く行われた． 
 
図 7 大学図書館職員長期研修 講義テーマ変遷（2004 年度～2011 年度） 
 




心になった．座学科目以外でも 2004 年度から 2006 年度は「企画立案演習」，2007 年度は
「企画書作成」，2008 年度以降は「問題解決・班別演習」が 10 コマ程度行われるなど，企
画力等の向上に関する取組みが積極的に行われている．2008 年度以降，講義内容はあまり
変化しておらず，2012 年度は「図書館マネイジメント総論」「学術情報流通等各論」「演習・





















2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
資料 組織化 パブリック 経営
情報技術 汎用 周辺知識 分類不可
24 
 





















































































班別討議」の 3 つに整理された．「演習・班別討議」は 2 日目，3 日目に「問題発見・解決
演習」が集中して 8 コマ行われ，その他の日に「班別討議」が合計 5 コマ行われた．見学





般的研修」とまとめるならば，1969 年度から 2011 年度の変遷は図 8 のようになった． 














 大学図書館職員短期研修は，長期研修よりも 5 年早く 1964 年度に『大学図書館職員講習
会』という名称で開始され，2007 年度に『大学図書館職員短期研修』に改称された．現在
の名称に変更されたのは比較的最近のことではあるが，長期研修と同様に大学図書館界を




不足していた[8][81]．文部省は 1964 年 4 月に図書館職員養成所の図書館短期大学を昇格，
11 月に『大学における図書館の近代化について（勧告）』[40]を出し大学図書館の改善を図
っており，大学図書館職員講習会の実施もそのひとつの現れであるとされている[82]． 
1964 年度から 1973 年度までは，全国 3 会場で行われていたが，1974 年以降は関東会場（主


















 1966 年度から 2011 年度までの講義数の変遷を図 9 に示す． 
 
図 9 大学図書館職員短期研修 講義数変遷（1966 年度～2011 年度） 
 
初期は，講義数が 10 コマ以下の時期が続いたが，次第に講義数は増加していった．これ
は，研修期間は 4 日間と変わらないものの，次第に 1 コマの時間が短くなり，その分多く
の講義が開講されるようになったためである．研修開始当初は，短い講義でも 2 時間程度，
実習等を含むものに関しては丸一日をかけて行われていたものもあったが，現在は 1 コマ 1
時間から 1 時間半程度の講義が殆どになっている． 
 
3）講義テーマの変遷 
1964 年度から 2011 年度までの講義テーマの変遷を図 10 に示す．短期研修は，研修会場




しまい，正確な傾向を読み取ることは難しい．1987 年以降，講義数が 15 コマで安定して
からは，1982 年度から 1993 年までは，ほぼ毎年「資料・メディア」「パブリックサービス」
















































































































































































































































































































図 11 大学図書館職員短期研修 講義テーマ変遷（1982 年度～1993 年度） 
 
図 12 大学図書館職員短期研修 講義テーマ変遷（1994 年度～2011 年度） 
 
3. 1. 4 国立情報学研究所及びその前身機関による研修 
 国立情報学研究所（NII）は，情報学に関する日本で唯一の学術総合研究所であり，目録
所在情報サービス（NACSIS-CAT）等の現在の大学図書館業務の基盤となる事業を行って
いる．組織としては，3 回の改組・移転を経て現在に至っているが，その前身は 1976 年に
設置された東京大学情報図書館学研究センターにまでさかのぼる．東京大学情報図書館学























メディア 組織化 パブリック 経営












メディア 組織化 パブリック 経営
情報技術 汎用的能力 周辺知識 分析不能
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講義，実習，見学，個別研究，レポートの 5 部門から構成されていた．例として 1978 年度






















                                                   



































 1984 年 12 月には，目録所在情報サービスが開始されるが，1984 年度には同サービスに
関する知識・技能の習得を目的として，「目録システム講習会」（3 日間）が，翌 1985 年度
には「データベース担当者研修養成研修」（11 週間）が開始される．1990 年度から「NACS 
IS-IR 講習会」が，1991 年度から「ILL システム講習会」，1993 年度から「電子メールシ
ステム講習会」が開始されるなど，学術情報センターの各種サービスに関する研修が整備




た[89]．2001 年 2 月にはインターネットを利用した NACSIS-ILL 自習システムの提供が開





表 15 1983 年度～2011 年度までの各種研修12 
 
                                                   






















































































































































































































































































































1983 年度から 2010 年度までの修了者数を図 13[88]に示す．1985 年度ごろから 1995 年
度にかけて大きく修了者が増加したことがわかる． 
 
図 13 学術情報センター及び国立情報学研究所が提供する研修の修了者数の変遷 
 




























3.1.5 ALA ALCTS Online Learinig 
 ALA ALCTS は ALA における資料組織，資料保存，選書，図書館コレクションの構築等
に関わる組織であり[92]，www を利用した講義配信等の取り組みを積極的に行っている．
オンラインでの講義配信は，Web Courses と Webinar の 2 種類が行われている． 
 Web Courses は有料かつ登録制で 4 つのコースが行われている．4 つのコースとは，「資
料の購入（Acquisitions）」「コレクションの構築とマネイジメント（Collection Development 
& Management）」「資料保存（Preservation）「電子資料の購入（Electronic Resource 
Acquisitions」「コレクションの評価（Collection Assessment）」である．期間は，「コレク
ションの評価」は 6 週間，それ以外のコースは 4 週間となっている．Webinar は，単発で
60 分程度の講義配信であり，その殆どが無料である．2008 年度から配信が開始されている
が，図 14 に示すように公開数は 2011 年度までに大きく増加していた．講義内容は，多岐
にわたっているが，扱われているテーマは，「RDA・FRBR」や「オープンアクセス・機関




 Web Course，Webinar 以外にも研修と捉えられるかどうか判断は難しいが，特定のトピ




























図 15 ALA ALCTS Webinar テーマ割合 
 
3.1.6 過去の研修の調査のまとめ 









山中（2012）の 4 つの区分の第 1 期＋第 2 期／第 3 期／第 4 期と重なったが，長期研修の
講義内容の変遷にも，上記の幾つかの転機があったことが読み取れる．（3）については，




































メンバーは企画渉外係の係員 2 名（又は 3 名）で担当しているとのことだった． 
「基本的に企画渉外係の 2 名体制だが，平成 18，19 年度は 3 人体制で行った．素案は企画



























要だと思う．実際に，平成 17 年度から 18 年度にかけてカリキュラムの大きく変更した際
は，その程度の期間を要したと聞いている．来年度（平成 25 年度）は，筑波大学の学期制





















































































































































































＜OJT（On the Job Training）に対する疑問＞ 
























 受講者 4 人共に長期研修の受講を肯定的に捉えていた．具体的には，主に以下の 4 つの
点が挙げられた． 
時期・期間 
・「入職後 10 年程度が経過した時期に，2 週間という長期間にわたって濃い学びの時間を持
てたのは貴重だった．」 




























































































































































うことだった．特に，研修の 2 日目・3 日目に行われている「問題解決・発見演習」が受講
生間の交流を促進し，人的ネットワークの形成に寄与していることが示唆された． 
4）汎用的能力の重要性と向上への取組み 


















































































分けると OJT は学習であり，Off JT は教育にあたる．日常的に行われる職場における学習
を積極的な意味を持つものにすること，つまりは職場の学習環境デザインが必要である．
職場の学習環境デザインとして捉えることにで，これまでのような，上から下への一方的








「20 年前の入職時も OJT という言葉は聞いた覚えはあるが，その時は気にしなかった．こ
こ 10 年位で耳にする機会が増えたが，その中で違和感を覚えることがある． 



































































































年度～2003 年度），（3）経営・管理運営（2004 年度～）の 3 度の大きな変化があった．研
修開始当初は，大学図書館員特有の専門的研修（資料・メディア，組織化，パブリックサ



































































































































































































































































































5.1 OJT（On the Job Training）のより詳細な調査 
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